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研究成果の概要（和文）：本研究は21世紀におけるアジアとラテンアメリカの地域間関係の発展を政治・経済・
社会・文化など複数の視点から解明することを目的とし、両地域での調査を通じて、多様な領域（貿易、外交、
文化関係、華人社会、労働移動）における関係緊密化とそこに生じる葛藤を明らかにした。総じて両地域の関係
はアジアからラテンアメリカという一方向的で非対称的な性格が強く、中国の影響力が圧倒的であり、近年は
「一帯一路」のもとで展開される体系的な対外政策に対しラテンアメリカ諸国が積極的に応じている。しかし一
方、日韓の文化の積極的受容や、ラテンアメリカからアジア太平洋への労働移動など、地域間関係に一定の多元
性も見出した。

研究成果の概要（英文）：This joint research aims to explore the developments of inter-regional 
relations between Asia and Latin America in the 21st century from political, economic, social and 
cultural perspectives. Based on the field researches conducted in both regions, the Deepening of 
inter-regional relations and conflicts it produces in various areas (trade, diplomatic policy, 
culture, Chinese community, labor etc.) have been documented. As a whole, the relations are 
asymmetrical and one-way in the sense that influences go from Asia, especially from China, to Latin 
America. Even more so when China's Latin American policies are incresingly systematic under the "One
 belt, one road" initiative, in which most Latin American governments are willingly engaged. 
Meanwhile, the popularty of Japanese and Korean culture in Latin American markets and flows of labor
 force from Latin America to the Asia Pacific show a rather complicated nature of inter-regional 
relations.     

研究分野： ラテンアメリカ地域研究、東アジア地域研究、政治学

キーワード： 地域間関係　ラテンアメリカ　東アジア　中国　華僑華人

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究プロジェクトは、21世紀に急速に緊密化したアジアとラテンアメリカの地域間関係の諸相と全体像を、両
地域の専門家の協働によって明らかにした。とりわけ中国の多方面（貿易、外交、華人社会、文化、労働）にお
ける影響の拡大を、日本や韓国と対比させながら実証的に解明したことに意義がある。
　本プロジェクトではまた、地域間の共同研究のあり方について、メンバー間の歴史文化的知識の共有や、複数
言語（例えば中国語、広東語、スペイン語）を用いた共同調査の経験など、効果的な協力について多様な実践知
を蓄積することができた。今後これらを明確化することで広く地域間研究の発展に寄与することができる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
今日、アジア地域とラテンアメリカ地域の関係が新たな研究課題として浮上している（ここでラ
テンアメリカとはスペイン系・ポルトガル系の中南米諸国にカリブ海諸国を加えた地域を指し、
アジアとは中国大陸、朝鮮半島、日本、台湾を含む東アジアおよび ASEAN を構成する東南アジア
を指す）。両地域の関わりを扱う研究としてこれまで我が国では、歴史的な人の移動や現代の経
済関係の進展を背景に、ラテンアメリカ諸国への日本人移民、日系としての定住、日本へのデカ
セギ、日本との貿易や投資、政府開発援助などに関して一定の蓄積がなされている。 
しかし 20 世紀終盤から、両地域の関係は従来と異なる様相を呈するようになった。冷戦後グ

ローバルに拡大し始めた自由貿易の地域的枠組み作りが APEC（アジア太平洋経済協力）や FTA
（自由貿易協定）を通じて環太平洋圏を広く巻き込んで展開し、また改革開放を経て世界市場に
躍り出た中国の存在感が俄かに高まりラテンアメリカにも及ぶようになった。 
 そこで本研究計画の代表者と分担者は、2014 年より上智大学研究機構の助成を受けて地域間
関係の実態と研究動向を予備調査した結果、すでに欧米の研究者が両地域の関係について一定
の成果を出しているものの、日本を含む東アジア側からの調査研究は手薄であり、地域研究の蓄
積のある日本を拠点とする取組みによって欧米とは異なる視点からの研究が必要であるとの認
識にいたった。 
 
 
２．研究の目的 
本研究計画が目指すのは、アジアとラテンアメリカを含む環太平洋圏の動態の把握である。そこ
には多様な要素が含まれるが、我々は予備調査から、今日その最も動的な部分は東アジアからラ
テンアメリカへのモノ・カネ・ヒト・情報の流れであり、とくに中国の積極的世界展開がこの非
対称的な関係の形成に関わっていること、しかし中国や日本からの歴史的な人の流れもまた今
日の地域間関係に影響を及ぼしていることを認識した。これを踏まえ、取り組むべき具体的課題
として以下の 7項目を設定した。これらは大きく[Ａ]政治・経済的側面と [Ｂ]社会・文化的側
面に分けられる。 
 
[Ａ]政治・経済的側面 
① 中国の経済進出とラテンアメリカ諸国の政策対応の解明 
② 中国・台湾の外交政策とラテンアメリカ諸国の対応の解明  
③ 上記の動きのなかでの他のアジア諸国とくに日本の経済上・外交上の位置付けの明確化 
 
[Ｂ]社会・文化的側面 
④ 中国からラテンアメリカへの歴史的な人の移動と定住の解明 
⑤ 中国の経済進出や華僑華人に対する今日のラテンアメリカ社会の反応 
⑥ 地域間関係の文化的側面の解明 
⑦ 両地域を結ぶ「太平洋」の人の移動の解明 
 
 
３．研究の方法 
(1) 上記の研究目的を達成するため、研究組織を大きく政治経済関係を扱うＡ班（岸川、松田、
子安、谷）と社会文化関係を扱うＢ班（岸川、園田、ネーヴェス、飯島）に分け、研究代表者が
両方の班で調整と総括の役を担った。さらに 2名の研究協力者（幡谷、大場）を加え研究協力を
依頼した。Ａ班・Ｂ班は研究上の分担を明確化するための区分であり、研究会や討論は原則とし
て合同で行い、有効な学際的研究となるように相互の連関や接点を積極的に議論した。各メンバ
ーは、①担当領域における地域間関係の全体的動向を文献調査によって明らかにするとともに、
②その動向を明確に表わす事例を取り上げ、現地調査（資料収集、聞き取り、観察）を通じて実
証的に解明することとした。項目ごとの具体的実施計画と分担は以下のとおり（［ ］内は主た
る分担者）。 
 
① 中国の経済進出とラテンアメリカ諸国の政策対応の解明：21 世紀における中国の対ラテンア
メリカ貿易・投資の増加が、ラテンアメリカの経済と産業に各種の影響（一次産業輸出への依存、
製造業の発展阻害、米国市場での競争）を及ぼす状況に対して、各国でどのような論議が交わさ
れ、どのような政策・戦略が採用されているのか、文献調査によって全体像を描くとともに、典
型的事例を通して実証的に解明する。［谷、子安、岸川］  
 
② 中国・台湾の外交政策とラテンアメリカ諸国の対応の解明：中国（中華人民共和国）はまた、
台湾（中華民国）との国家承認をめぐって援助外交を通した熾烈な競争を中米・カリブ海地域を
中心に展開している。中国の関与には軍事交流も含まれるため地域の覇権国として米国も懸念
も抱いている。この実態を、中国・台湾側とラテンアメリカ諸国側の複数の資料・情報によって
分析する。［松田、岸川］  
 
③ 上記の動きのなかでの他のアジア諸国とくに日本の経済上・外交上の位置付けの明確化：中



国の台頭による新たな地域間関係という文脈において、すでに一定の地歩を得ていた日本や韓 
国などアジア諸国は戦略の再考を迫られている。そこで(1)(2)の分析結果を踏まえ、とくに日本
の置かれた状況や採り得る政策・戦略について考察を加える。  
 
④ 中国からラテンアメリカへの歴史的な人の移動と定住の解明：華僑華人の歴史については近
年中国で多くの実証研究が出ているが、ラテンアメリカ諸国に関してはまだ発展途上であり、手
つかずの史料も少なからずある。そこで最新の世界的研究動向を把握するとともに、とりわけ 19
世紀以来多くの華僑華人が流入・移動し、史料も残されている中米・カリブ海諸国での調査を通
じて、中国からの移民と移住の歴史的実態を解明する。［園田］ 
  
⑤ 中国の経済進出や華僑華人に対する今日のラテンアメリカ社会の反応：中国の経済進出は、
危機感を抱く産業界やマスメディアを中心に警戒的世論を生み出してもいるが、近年は現地で
生産や流通に関わる中国人が増えたことで社会的接触の機会も増している。しかしこれら「中国
的なるもの」に対するラテンアメリカ社会の反応は、いまだ情報が断片的であまり調査されてい
ない。そこで現地社会の反応を、当該国の産業構造や華人社会の地位など考慮しつつ、現地調査
と比較を通して解明を試みる ［岸川］ 
  
⑥ 地域間関係の文化的側面の解明：上記の事情から中国政府は、社会的な支持や好感を醸成す
るためのパブリック・ディプロマシー（広報外交）にも力を入れているが、大衆文化においては
むしろ韓国、台湾、日本など中国以外の東アジア諸国の方がラテンアメリカ社会には受容されて
いる。文化の伝播において地域間でどのようなメカニズムが働き、中国、台湾、韓国、日本がど
のように差異化されているのか、発信方法や内容の比較分析と現地調査によって諸要因を特定
する。［ネーヴェス］  
 
⑦ 両地域を結ぶ「太平洋」の人の移動の解明：アジアとラテンアメリカは環太平洋圏の一部で
あり、「太平洋」海域の意味も考察する必要がある。太平洋は単に華僑や日系移民が通過し、資
源や製品が行き来するだけの海ではない。ハワイを始めとする太平洋の島々には華人や日系人
やフィリピン人が住みつき、今日ではメキシコ人労働者がコーヒーを摘む姿も見られる。本研究
ではとくにアジアとラテンアメリカ両地域から人が流れ込むハワイや米国西海岸を事例に、太
平洋世界の新たな動きを明らかにする。［飯島］  
  
(2) 各メンバーは上記の計画に基づき担当領域の文献調査を進めるとともに、以下の現地調査
を実施した。 
 平成 29 年度：東アジア諸国のポップカルチャーの南米諸国における受容についてチリ、アル
ゼンチン、ブラジル（ネーヴェス）、東アジアとの経済関係についてメキシコ、コロンビア（谷）、
カリブ海地域における華僑華人の定住と変容についてトリニダード（園田）、東アジア諸国と南
米現地社会の関係についてペルー（岸川）、南米内の太平洋側と非太平洋側の関係についてペル
ー（子安）、太平洋地域におけるヒスパニック移民・労働者についてハワイ（飯島）。 
 平成 30 年度：東アジア諸国のポップカルチャーの南米諸国における受容についてメキシコ、
コロンビア、ブラジル（ネーヴェス） 、東アジアと中南米の経済関係についてメキシコ、コロ
ンビア（谷）、中米諸国の対東アジア政策と国民感情についてパナマ、コスタリカ（岸川）、東ア
ジア諸国と中米の外交関係および現地華人社会についてパナマ、コスタリカ（松田）、太平洋地
域におけるヒスパニック移民・労働者についてハワイ（飯島）、中華民国の華僑政策と米州地域
の華僑華人に関する資料収集のため台湾（園田、岸川）。 
 平成 31 年度／令和元年度：対外政策・対中関係についてブラジル（子安）およびペルー（松
田、岸川）、南米と東アジアの社会文化交流についてアルゼンチン（大場、研究協力者）、米州出
身華僑議員に関する文献調査のため台湾（岸川）。 
 
(3) この間、研究会（2017 年 11 月、2018 年 2月、2018 年 4 月、2019 年 2月）を開催して進捗
状況の報告、調査結果の検討、研究計画の調整を行った。新型コロナウィルスの拡大により最終
年の研究会が開催できなかったが、すでに成果発信に重点を置く段階になっていたため、プロジ
ェクトの進展への影響は限定的であった。 
 
 
４．研究成果 
(1) 本研究プロジェクトは学際的な性格を持つため、メンバーはそれぞれの研究分野における
学会・シンポジウム等で研究成果を発表する一方、共同での研究発表を通じて本科研プロジェク
トとしての成果発信にも努めた。 
 共同の研究発表として第一に、アジア・アセアニア・ラテンアメリカ研究協議会（CELAO）第
8回大会（2018 年 11 月、マカオ）においてパネル「東アジア・ラテンアメリカ関係の新展開―
日本からの視点―」を企画し、日本から見た東アジア・ラテンアメリカ関係の歴史的背景と現状
（岸川）、カリブ海地域の華僑華人史（園田）、東アジアポップカルチャーのラテンアメリカ諸国
における受容（ネーヴェス）、ラテンアメリカへの中国の経済進出（谷）について報告した。大



会の共通テーマが中国・ラテンアメリカ関係であったため、日本における研究動向と視点を提示
するとともに、中国、オセアニア、米国、中南米などアジア太平洋地域の関心を同じくする研究
者と広く交流する機会となった。［研究項目①④⑥］ 
 
 

－Takeshi Kishikawa, "Recent Developments of East Asia-Latin America Relations: An 
Overview" 

－Setsuko Sonoda, "Achieving Economic Success and Emerging as Allied Nationals: A 
Historical Study of the Chinese in British Caribbean" 

－Mauro Neves, "K-pop or J-pop: Which way to go in Latin America?"  
－Hiroyuki Tani, "Too Strong Competitor, Complement to NAFTA, or Potential Market?: 
China's Impact on Mexican Economy" 

 
 第二に、日本国際政治学会 2019 年度研究大会（2019 年 10 月、新潟）において分科会「ラテ
ンアメリカ・中国関係の新展開」を企画し、コスタリカを始めとする中米諸国の政治社会に中国
のもたらす影響（岸川）、中国の対ラテンアメリカ政策と近年の変容（松田）、ブラジル対中外交
のボルソナーロ新政権における継続性と変化（子安）に関する報告を行った。中国の世界戦略へ
の関心の高まりから、パネルはラテンアメリカ・東アジア両地域の専門家を含む多数の参加者を
得て有意義な議論の場となったほか、学術的・実務的観点からの様々なコメントや今後の情報提
供の要請があった。3 つの報告論文は加筆のうえ学術誌『イベロアメリカ研究』（今年度秋に発
行予定）の特集号に掲載を予定している。［研究項目①②③⑤］ 
 
－岸川毅「中国の台頭はラテンアメリカに何をもたらすのか－中米諸国の事例から」 
－松田康博「中国の対ラテンアメリカ政策－21世紀の言説と現実」 
－子安昭子「変化する国際環境とブラジルの対中外交－ボルソナーロ政権を中心に」 
 
 第三に、第 1回ラテンアメリカ中国研究国際会議（2019 年 11 月、コスタリカ）において、中
国の華僑政策とトリニダード華人（園田）および中華民国立法院におけるラテンアメリカ華僑議
員（岸川）をテーマとする報告を行った。中国語資料を駆使して地域間関係史を解明する試みに
対し、現地の研究者や実務家から多様な質問・コメントが寄せられた。両報告論文は査読を経て
コスタリカ大学から出版されることが決定している（最終稿を提出済み）。近年増加しつつある
ラテンアメリカの中国研究者との議論と交流の重要な機会となり、今後の研究協力の提案を複
数受けた。［研究項目②④］ 
 
－Setsuko Sonoda, "China's Overseas Chinese Affairs in the British West Indies in the 
1930s and 40s: A Historical Analysis of the Chinese in Trinidad" 

－Takeshi Kishikawa, "The End of the ROC's Extraterritorial Politics: Overseas Chinese 
Representatives in the Liberalization Period" 

 
(2) メンバーが個人で行った主な研究成果について概要を述べると（詳しくは「5．主な研究発
表等」を参照）、まず [A] 政治・経済的側面に関して、谷がメキシコの農業をグローバル経済と
くにアジア太平洋の産業貿易構造のなかで位置づける研究報告と論考、子安がブラジルの外交
政策の変容について日本や中国などアジア諸国との関係を含めて議論する論考、松田が中南米
地域における中台関係の変容についての論考およびその背景にある日米中台の外交関係を解説
する講演を行っている。［研究項目①②③］ 
[B] 社会・文化的側面に関しては、園田が中華民国期の対中南米華僑政策（僑務）とカリブ海

地域の華人社会の形成・変容を主としてトリニダードの事例をもとに明らかにする研究発表や
講演を多数行っており、一部はすでに国際学術誌に掲載されている。ネーヴェスは中南米諸国に
おける東アジアポップカルチャーの受容をとくに日本と韓国に焦点を当てて分析する研究発表
と講演を行い、関連する論考をブラジルで出版している。飯島はハワイのコーヒー産業を事例に
太平洋地域における人の流れを解明する研究報告を行い論考を発表している［研究項目⑤⑥⑦］。 
 

(3) 個々のメンバーの調査研究の積み上げと共同での成果発信を通じて、本研究プロジェクト
は着実に成果をあげている。先述のとおり、すでに出版が決定もしくは準備が進んでいる報告論
文が多数あり、今年度中に業績はさらに増加することが見込まれる。 
 成果を総括するならば、第一に、両地域での現地調査を通じて、多様な領域（貿易と投資、外
交政策、文化の受容、華人社会の形成と変容、労働移動）における関係緊密化とそこで生じてい
る葛藤を明らかにすることができた。アジア太平洋において形成されつつある新たな地域間関
係を解明する一連の実証研究を生み出したことに大きな意義がある。一方、日本の政策の検討
［項目③］については、学会や研究会で外交関係者との意見交換や議論の機会はあったものの、
コロナウィルスの感染拡大で最終年に予定していた実務家を招いての報告会が開催できなかっ
たこともあり、十分には進まなかった。今後継続して取り組みたい。 
 第二に、アジア・ラテンアメリカ関係の全体像を描くという目的については、共同の現地調査、



研究会での情報共有、共同での学会発表を通して、研究項目相互の関連性を見出しながら全体像
の把握を進めた。その結果、両地域の関係は総じてアジアからラテンアメリカという一方向的で
非対称的な性格を持ち、今日では中国の影響力が突出していること、近年は「一帯一路」のもと
体系的な対外政策が展開され、ラテンアメリカ諸国も積極的に応じることで新たな段階に入っ
ていることなどが明確になった。しかし一方、文化的次元においては日本や韓国のポップカルチ
ャーが積極的に受容され中国を凌いでいること、ラテンアメリカからアジア太平洋への労働移
動も起こっていることなど、両地域の関係には多元的要素もあることを確認できた。 
なお、成果の取りまとめに関して、当初は商業出版を目指していたが、当分は学術的成果の積

み重ねを優先する方針に改めた。前述のとおりプロジェクトの実施期間中に中国の対ラテンア
メリカ政策が新たな段階に入り、追加して調査・検証すべき重要事例が少なからず見出されたこ
とから、時宜を得た的確な全体像を示すには、いますこし実証の積み上げが必要との認識に至っ
たことが理由である。したがって本課題の研究期間の終了後も共同研究は継続させる。 
 第三に、本研究プロジェクトが地域間研究における言語の運用について参考となり得る実践
的知見を得たことを加えたい。調査研究・成果発表両面において本科研メンバーは多数の言語を
使用したが（日本語、中国語、広東語、韓国語、英語、スペイン語、ポルトガル語）、チームと
しての多言語性が地域を跨ぐ研究交流やネットワークの構築に大いに役立っただけでなく、系
統の異なる言語を話すメンバーで共同調査を行った経験（中南米の華僑華人社会の聞き取り調
査ではスペイン語、中国語、広東語をカバーすることで効果的な情報収集ができたこと）などか
ら、局面に応じた研究協力について各種の実践知を積み重ねることができた。本プロジェクトへ
の参加がメンバーに新たな言語の習得を促すといった相乗効果もあった。これらの経験を整理
し明確化することで広く地域間研究の実践上の方法論の発展に役立てることができるであろう。 
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